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声

（1）

74-0978

　
神
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
主

催
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
懇
談
会
が
2

月
21
日
、
神
原
公
民
館
で
行
わ
れ
、

神
原
小
学
校
の
P
T
A
役
員
や
愛

護
担
当
、
各
地
域
団
体
の
メ
ン
バ

ー
が
、
地
域
の
情
報
や
活
動
状
況

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

＊
子
ど
も
や
地
域
住
民
の
安
全
に

　つ
い
て

　昨
年
4
月
に
、
市
や
神
原
小
学

校
、
神
原
地
区
青
少
年
愛
護
協
議

会
の
関
係
者
20
数
人
で
、
子
ど
も

た
ち
の
通
学
路
を
中
心
に
、
地
域

の
安
全
点
検
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

い
く
つ
か
問
題
点
が
見
つ
か
っ
た
。

　
登
校
時
に
は
、
保
護
者
が
何
カ

所
か
で
見
守
っ
て
い
る
が
、
下
校

時
は
人
員
確
保
が
難
し
い
。
教
育

委
員
会
に
も
解
決
策
を
要
望
。
子

ど
も
に
限
ら
ず
、
住
民
全
体
の
安

全
に
も
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
地

域
全
体
で
問
題
の
解
決
に
向
け
て

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

＊
地
域
情
報
誌『

宮
っ
子
』に
つ
い
て

　神
原
小
学
校
や
地
域
の
諸
団
体

の
協
力
の
下
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
寄
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
た
だ
、

近
頃
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た

め
、
氏
名
や
写
真
の
公
開
な
ど
が

難
し
い
。
　

　
ま
た
、
編
集
員
の
補
充
や
配
布

体
制
に
つ
い
て
な
ど
問
題
点
も
多

い
が
、
地
域
情
報
の
ツ
ー
ル
と
し

て『
宮
っ
子
』が
大
切
な
役
割
り
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

＊
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
活
動
に
つ
い
て

　毎
年
好
評
の「
折
り
紙
教
室
」や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な

ど
は
継
続
し
た
い
。

　
有
志
で
続
け
て
い
る
夙
川
河
川

敷
緑
地
に
あ
る「
み
ん
な
の
花
壇
」

の
管
理
は
、
メ
ン
バ
ー
を
募
り
な

が
ら
維
持
し
て
い
き
た
い
。

　
今
回
の
懇
談
会
で
話
し
合
わ
れ

た
こ
と
は
、
今
す
ぐ
実
行
で
き
る

こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
域
団
体
や
住
民
で
取
り
組
み
続

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
昨
年
12
月
25
日
に「
青
パ
ト
」で

神
原
校
区
を
巡
回
し
た
、
神
原
防

犯
支
部
代
表
の
重
永
宗
千
代
さ
ん

に
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

 

「
青
パ
ト
に
乗
り
、『
ひ
っ
た
く
り
』

や『
空
き
巣
』な
ど
に
注
意
を
促
す

広
報
テ
ー
プ
を
流
し
な
が
ら
校
区

を
巡
回
し
ま
し
た
。
公
園
や
空
き

地
な
ど
で
は
、
車
を
降
り
て
周
囲

の
確
認
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
巡

回
は
春
や
夏
、
冬
休
み
の
期
間
中

に
行
う
こ
と
が
多
く
、
子
ど
も
た

ち
に
出
会
う
と
、
笑
顔
で
手
を
振

っ
て
応
え
て
く
れ
ま
す
。

　
同
乗
し
た
西
宮
市
の
職
員
に
も

『
神
原
は
明
る
く
て
良
い
町
で
す

ね
』
と
言
わ
れ
て
、今
後
も
安
心
・

安
全
な
町
づ
く
り
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
西
宮
市
で
は
、
市
民
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
青
色
回
転
灯
を
装
備

し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
専
用
車

「
青
パ
ト
」で
、
市
内
の
各
地
域
を

巡
回
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
懇
談
会

「
青
パ
ト
」で地

域
を
パ
ト
ロ
ー
ル

◇祈り、安らぎ、永遠、そしてあなたらしさ…。心を大切にしたお墓作りを考えています◇
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　　《わがまち神原プロジェクト》
主催　神原コミュニティ協議会

　神原地域に転入された皆さん、神原地域へようこそ！

　神原地域には新しい住居が次々と建設され、新転入の住民が増え続けてい
ます。この地域の生活で分からないことや困ったことはありませんか？  知り
合いがおらず、誰に尋ねたらいいか分からないこともあるかもしれません。
　そこで、神原コミュニティ協議会では、下記のような会を企画しました。
新転入の人も、以前から住んでいる人も、一緒にお茶でも飲みながらおしゃ
べりしたり、必要な情報を交換したりしませんか？ 長く住んでいる人からア
ドバイスも聞けると思います。

神原地域交流会（茶話会）のお知らせ

記
日　時：5月10日（日）  午前10時～12時
場　所：神原公民館（西宮市神原 6-11）
　　　　2 階集会室〈右図参照〉
　　　　事前申し込み不要。参加費は無料です。
　　　　気軽に参加してください

    　「わがまち神原プロジェクト第2弾」として、
    神原地域巡りを計画しています。
　　　　 5月24日（日）・31日（日）の予定
　　 問い合わせ：神原コミュニティ協議会
  　　　　　   ☎︎ 0798-74-0978

「みんなの花だん」の
手入れを

一緒にしませんか
　北名次町の夙川河川敷緑地にある「みんなの
花だん」の手入れを、下記の日程で行います。
無理なく、気軽に参加してください。

（道具などは用意しています）

★活動予定日（奇数月の最終金曜日）

令和8年	 5月	29日（金）	 10：00～11：30
	 7月	31日（金）	 9：00～10：30
	 9月	25日（金）
	 11月	27日（金）	 10：00～11：30
令和9年	 3月	26日（金）

地域の活動情況を話し合う

地域を見守る青パト

※日程は天候などにより、変更する場合があります
神原コミュニティ協議会
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季節のおいしい和菓子をお楽しみ下さい

阪急甲陽園駅前通り　電話（0798）74-6825
　　　（水曜定休日）甲陽園西山町1-60

慶弔の引出物承ります

（2）（3）

〈
夙
川
上
流
緑
道
〉

　
北
夙
川
橋
か
ら
上
流
の
銀
水
橋

ま
で
続
く
夙
川
東
岸
沿
い
の
遊
歩

道
で
す
。
な
だ
ら
か
な
上
り
坂
で
、

途
中
に
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
、
ひ

と
休
み
し
な
が
ら
周
囲
の
木
々

の
緑
や
水
鳥
の
遊
ぶ
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
運
が
良
け
れ
ば

カ
ワ
セ
ミ
が
見
ら
れ
る
か
も
。

　
少
し
上
流
に
行
く
と
岩
が
多
く

な
り
、
そ
の
間
を
流
れ
下
る
水
の

音
が
爽
や
か
で
す
。

　
北
夙
川
橋
か
ら
銀
水
橋
ま
で
は
、

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
20
分
足
ら
ず
で
す
。

　
廣
田
神
社
の
周
辺
に
広
が
る
広

田
山
公
園
は
、住
宅
地
の
す
ぐ
そ
ば

に
あ
る
自
然
豊
か
な
丘
陵
地
で
す
。

　
美
し
く
掃
き
清
め
ら
れ
た
廣
田

神
社
の
境
内
を
通
り
抜
け
る
と
山

道
に
な
り
、
春
は
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ

ツ
ツ
ジ
の
淡
紫
色
の
群
落（
兵
庫

県
指
定
天
然
記
念
物
）が
美
し
く
広

が
り
ま
す
。

　
夏
は
せ
み
時
雨
の
中
を
歩
き
、

林
の
中
で
ク
ワ
ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム

シ
、
サ
ワ
ガ
ニ
に
合
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
秋
は
紅
葉
や
落
ち
葉
を
楽
し
み
、

ド
ン
グ
リ
拾
い
…
な
ど
、
1
年
を

通
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
こ
も
、「
満
池
谷
の
桜
」と
し

て
有
名
で
す
。
ニ
テ
コ
池
は
以
前

は
浄
水
場
の
貯
水
池
で
し
た
が
今

は
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
周
囲
の

木
も
大
き
く
育
ち
、
水
鳥
も
飛
来

し
て
住
宅
地
の
中
に
あ
る
憩
い
の

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
池
は
周
囲
約
1.1
㎞
。
ジ
ョ
ギ
ン

グ
や
散
歩
を
し
て
い
る
人
た
ち
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
運
動

部
の
学
生
た
ち
の
姿
が
、
年
間
を

通
し
て
見
ら
れ
ま
す
。

　
隣
接
す
る
西
宮
震
災
記
念
碑
公

園
に
は
、阪
神・淡
路
大
震
災
で
亡

く
な
っ
た
人
々
の
名
前
を
刻
ん
だ

慰
霊
碑
が
あ
り
ま
す
。

〈
苦
楽
園
口
駅
辺
り
〉

　
夙
川
河
川
敷
緑
地（
夙
川
公
園
）

は
、
日
本
の
桜
１
０
０
選
に
も
選

ば
れ
た
桜
の
名
所
。
こ
の
辺
り
は

　
ま
た
、
作
家
・
野
坂
昭
如
著
の

小
説『
火ほ

た
る

垂
る
の
墓
』の
舞
台
で
、そ

の
記
念
碑
も
建
立
さ
れ
て
い
て
、そ

ば
に
は
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
教
会
か
ら

分
植
し
た
バ
ラ
が
咲
い
て
い
ま
す
。

広
い
河
川
敷
公
園
で
、家
族
連
れ

の
他
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩
、
犬

の
散
歩
を
す
る
人
た
ち
で
終
日
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
甲
山
と
苦
楽
園
の
山
並
み
が
一

望
で
き
、堤
防
に
は
カ
ラ
フ
ル
な
ア

ジ
サ
イ
が
咲
き
、川
面
を
泳
ぐ
カ
モ

の
姿
も
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
苦
楽
園
口
橋
と
阪
急
夙
川
駅
間

を
往
復
す
る
と
約
４
０
０
０
歩
で
す
。

○
　
銀
水
橋
か
ら
は
、
北
山
公
園

や
甲
山
方
面
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ

が
楽
し
め
ま
す
。

○
　
銀
水
橋
の
辺
り
か
ら
、
芦
屋

浜
の
高
層
住
宅
群
や
大
阪
湾
、
さ

ら
に
紀
伊
半
島
ま
で
が
一
望
で

き
ま
す
。

○
　
取
水
塔（
近
代
化
産
業
遺
産
）を

通
し
て
見
る
、
甲
山
方
面
に
広
が

る
風
景
が
好
き
で
す
。

○
　
秋
の
大
き
な
赤
い
夕
日
が
、
ニ

テ
コ
池
の
西
側
の
木
々
の
間
に

沈
む
様
子
は
絶
景
で
す
。

○
　
毎
年
11
月
末
に
、
ニ
テ
コ
池
に

カ
モ
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
す
。

○
　
川
面
近
く
に
降
り
ら
れ
る
の
が

楽
し
い
で
す
。
水
辺
に
は
野
生

の
草
花
が
育
ち
、
川
に
は
小
魚

が
泳
い
で
い
ま
す
。

○
　
苦
楽
園
口
橋
か
ら
阪
急
甲
陽

園
線
の
鉄
橋
の
辺
り
で
、
６
月

初
め
こ
ろ
に
ホ
タ
ル
を
見
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
数
は
少
な
い

で
す
が
、
町
の
中
で
ホ
タ
ル
が

見
ら
れ
る
の
は
貴
重
で
す
。

夙
川
沿
い
の
道

廣
田
神
社
と
広
田
山
公
園

満
池
谷
と
ニ
テ
コ
池
周
辺

私
の
好
き
な
と
こ
ろ

私
の
好
き
な
と
こ
ろ

私
の
好
き
な
と
こ
ろ

春の夙川上流緑道

コバノミツバツツジの群落は圧巻！

ニテコ池のシンボルの取水塔

夙川公園のアジサイ

科学のトリビア（22）
氷を電子レンジで

温めると？
山田和男（奥畑）

　「
冷
た
い
水
が
飲
み
た
く
て
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
冷
凍
庫
に
入
れ
て

お
い
た
ら
、
カ
チ
カ
チ
に
凍
っ
た
。

今
、飲
み
た
か
っ
た
の
に
。
電
子
レ

ン
ジ
で
温
め
た
ら
解
け
る
か
な
？
」

　
や
っ
て
み
る
と
、
周
囲
が
少
し

解
け
て
水
に
な
り
、
中
心
部
は
ま

だ
凍
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
な
ぜ
、
一
度
に
全
部
解
け
な
い

の
で
し
ょ
う
。

　
実
は
、
電
子
レ
ン
ジ
に
使
用
さ

れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
波（
ほ
と
ん

ど
は
2
4
5
0
M
H
Z
）は
、水
分

に
対
し
て
非
常
に
発
熱
性
が
高
く
、

氷
よ
り
も
水
を
温
め
や
す
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
水
は
氷
に

比
べ
て
、約
8
0
0
0
倍
も
加
熱

さ
れ
や
す
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

固
く
凍
っ
て
い
る
氷
は
電
子
レ
ン

ジ
で
加
熱
し
て
も
解
け
に
く
く
、

外
周
に
近
い
部
分
の
氷
が
ま
ず
解

け
て
、
で
き
た
水
が
集
中
的
に
温

め
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

　
冷
凍
の
肉
な
ど
を
電
子
レ
ン
ジ

で
解
凍
す
る
と
き
も
同
じ
こ
と
で
、

周
囲
の
部
分
の
氷
が
ま
ず
解
け
て
、

そ
の
部
分
が
集
中
的
に
加
熱
さ
れ

る
の
で
「
解
凍
ム
ラ
」
が
起
こ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
商
品
に
よ
っ

て
は
、
調
理
前
に
数
時
間
冷
蔵
庫

に
移
し
て
か
ら
解
凍
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を
そ
の
ま
ま

凍
結
さ
せ
た
り
、
電
子
レ
ン
ジ
で

加
熱
し
た
り
す
る
こ
と
は
お
す
す

め
し
て
い
ま
せ
ん
。

    
私
の
好
き
な
散
歩
道

私
の
好
き
な
散
歩
道

○
　
子
ど
も
で
も
が
ん
ば
っ
て
歩
き

通
せ
る
ほ
ど
ほ
ど
の
広
さ
で
、
林

の
中
を
自
由
に
走
り
回
り
、
家

族
で
楽
し
め
ま
す
。

○
　
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
群
落

は
予
想
以
上
に
大
き
く
、
一
見

の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

私
の
好
き
な
と
こ
ろ

ニ
テ
コ
池
周
辺
の
鳥
た
ち

　ニ
テ
コ
池
外
周
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ

し
て
い
る
と
、
季
節
ご
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
鳥
た
ち
に
出
合
い
ま
す
。

　早
春
に
は
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
ま

す
。
初
め
は
た
ど
た
ど
し
か
っ
た

声
は
次
第
に
上
達
し
、
4
月
に
は

美
し
い
鳴
き
声
が
、
静
寂
な
湖
面

に
響
き
渡
り
ま
す
。

　春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
ア
オ
サ

ギ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
鳴
き
声
は

「
ギ
ャ
オ
ッ
」
と
や
か
ま
し
い
で

す
が
、
池
の
上
を
ゆ
っ
た
り
と
飛

ぶ
姿
は
優
雅
で
す
。
ア
オ
サ
ギ
は
、

池
の
中
央
部
に
あ
る
噴
水
台
の
上

に
木
の
枝
な
ど
で
巣
を
作
っ
て
子

育
て
を
し
、
ひ
な
鳥
は
約
1
カ
月

半
で
親
鳥
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
に

成
長
し
ま
す
。
こ
の
若
鳥
は
大
変

好
奇
心
が
強
く
、
池
の
周
囲
の
フ

ェ
ン
ス
に
止
ま
っ
て
、
人
が
そ
ば

を
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
い
て
も
逃
げ

ま
せ
ん
。
そ
の
様
子
は
と
て
も
興

味
深
い
も
の
で
す
。

　冬
に
は
、
北
風
を
避
け
る
よ
う

に
数
十
羽
の
カ
モ
が
飛
来
。
池
に

反
射
す
る
弱
い
日
差
し
の
き
ら
め

き
の
中
、
水
面
に
揺
れ
る
姿
は
と

て
も
美
し
い
で
す
。

　そ
の
他
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
、
カ
ワ

ウ
、
セ
キ
レ
イ
、
コ
サ
ギ
、
時
に

は
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
、
数
多
く
の
個

性
豊
か
な
鳥
が
、
季
節
の
移
ろ
い

と
と
も
に
や
っ
て
き
ま
す
。

大
社
町

　山
﨑  

和
彦

広告
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季節のおいしい和菓子をお楽しみ下さい

阪急甲陽園駅前通り　電話（0798）74-6825
　　　（水曜定休日）甲陽園西山町1-60

慶弔の引出物承ります

（2）（3）

〈
夙
川
上
流
緑
道
〉

　
北
夙
川
橋
か
ら
上
流
の
銀
水
橋

ま
で
続
く
夙
川
東
岸
沿
い
の
遊
歩

道
で
す
。
な
だ
ら
か
な
上
り
坂
で
、

途
中
に
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
、
ひ

と
休
み
し
な
が
ら
周
囲
の
木
々

の
緑
や
水
鳥
の
遊
ぶ
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
運
が
良
け
れ
ば

カ
ワ
セ
ミ
が
見
ら
れ
る
か
も
。

　
少
し
上
流
に
行
く
と
岩
が
多
く

な
り
、
そ
の
間
を
流
れ
下
る
水
の

音
が
爽
や
か
で
す
。

　
北
夙
川
橋
か
ら
銀
水
橋
ま
で
は
、

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
20
分
足
ら
ず
で
す
。

　
廣
田
神
社
の
周
辺
に
広
が
る
広

田
山
公
園
は
、住
宅
地
の
す
ぐ
そ
ば

に
あ
る
自
然
豊
か
な
丘
陵
地
で
す
。

　
美
し
く
掃
き
清
め
ら
れ
た
廣
田

神
社
の
境
内
を
通
り
抜
け
る
と
山

道
に
な
り
、
春
は
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ

ツ
ツ
ジ
の
淡
紫
色
の
群
落（
兵
庫

県
指
定
天
然
記
念
物
）が
美
し
く
広

が
り
ま
す
。

　
夏
は
せ
み
時
雨
の
中
を
歩
き
、

林
の
中
で
ク
ワ
ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム

シ
、
サ
ワ
ガ
ニ
に
合
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
秋
は
紅
葉
や
落
ち
葉
を
楽
し
み
、

ド
ン
グ
リ
拾
い
…
な
ど
、
1
年
を

通
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
こ
も
、「
満
池
谷
の
桜
」と
し

て
有
名
で
す
。
ニ
テ
コ
池
は
以
前

は
浄
水
場
の
貯
水
池
で
し
た
が
今

は
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
周
囲
の

木
も
大
き
く
育
ち
、
水
鳥
も
飛
来

し
て
住
宅
地
の
中
に
あ
る
憩
い
の

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
池
は
周
囲
約
1.1
㎞
。
ジ
ョ
ギ
ン

グ
や
散
歩
を
し
て
い
る
人
た
ち
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
運
動

部
の
学
生
た
ち
の
姿
が
、
年
間
を

通
し
て
見
ら
れ
ま
す
。

　
隣
接
す
る
西
宮
震
災
記
念
碑
公

園
に
は
、阪
神・淡
路
大
震
災
で
亡

く
な
っ
た
人
々
の
名
前
を
刻
ん
だ

慰
霊
碑
が
あ
り
ま
す
。

〈
苦
楽
園
口
駅
辺
り
〉

　
夙
川
河
川
敷
緑
地（
夙
川
公
園
）

は
、
日
本
の
桜
１
０
０
選
に
も
選

ば
れ
た
桜
の
名
所
。
こ
の
辺
り
は

　
ま
た
、
作
家
・
野
坂
昭
如
著
の

小
説『
火ほ

た
る

垂
る
の
墓
』の
舞
台
で
、そ

の
記
念
碑
も
建
立
さ
れ
て
い
て
、そ

ば
に
は
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
教
会
か
ら

分
植
し
た
バ
ラ
が
咲
い
て
い
ま
す
。

広
い
河
川
敷
公
園
で
、家
族
連
れ

の
他
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩
、
犬

の
散
歩
を
す
る
人
た
ち
で
終
日
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
甲
山
と
苦
楽
園
の
山
並
み
が
一

望
で
き
、堤
防
に
は
カ
ラ
フ
ル
な
ア

ジ
サ
イ
が
咲
き
、川
面
を
泳
ぐ
カ
モ

の
姿
も
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
苦
楽
園
口
橋
と
阪
急
夙
川
駅
間

を
往
復
す
る
と
約
４
０
０
０
歩
で
す
。

○
　
銀
水
橋
か
ら
は
、
北
山
公
園

や
甲
山
方
面
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ

が
楽
し
め
ま
す
。

○
　
銀
水
橋
の
辺
り
か
ら
、
芦
屋

浜
の
高
層
住
宅
群
や
大
阪
湾
、
さ

ら
に
紀
伊
半
島
ま
で
が
一
望
で

き
ま
す
。

○
　
取
水
塔（
近
代
化
産
業
遺
産
）を

通
し
て
見
る
、
甲
山
方
面
に
広
が

る
風
景
が
好
き
で
す
。

○
　
秋
の
大
き
な
赤
い
夕
日
が
、
ニ

テ
コ
池
の
西
側
の
木
々
の
間
に

沈
む
様
子
は
絶
景
で
す
。

○
　
毎
年
11
月
末
に
、
ニ
テ
コ
池
に

カ
モ
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
す
。

○
　
川
面
近
く
に
降
り
ら
れ
る
の
が

楽
し
い
で
す
。
水
辺
に
は
野
生

の
草
花
が
育
ち
、
川
に
は
小
魚

が
泳
い
で
い
ま
す
。

○
　
苦
楽
園
口
橋
か
ら
阪
急
甲
陽

園
線
の
鉄
橋
の
辺
り
で
、
６
月

初
め
こ
ろ
に
ホ
タ
ル
を
見
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
数
は
少
な
い

で
す
が
、
町
の
中
で
ホ
タ
ル
が

見
ら
れ
る
の
は
貴
重
で
す
。

夙
川
沿
い
の
道

廣
田
神
社
と
広
田
山
公
園

満
池
谷
と
ニ
テ
コ
池
周
辺

私
の
好
き
な
と
こ
ろ

私
の
好
き
な
と
こ
ろ

私
の
好
き
な
と
こ
ろ

春の夙川上流緑道

コバノミツバツツジの群落は圧巻！

ニテコ池のシンボルの取水塔

夙川公園のアジサイ

科学のトリビア（22）
氷を電子レンジで

温めると？
山田和男（奥畑）

　「
冷
た
い
水
が
飲
み
た
く
て
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
冷
凍
庫
に
入
れ
て

お
い
た
ら
、
カ
チ
カ
チ
に
凍
っ
た
。

今
、飲
み
た
か
っ
た
の
に
。
電
子
レ

ン
ジ
で
温
め
た
ら
解
け
る
か
な
？
」

　
や
っ
て
み
る
と
、
周
囲
が
少
し

解
け
て
水
に
な
り
、
中
心
部
は
ま

だ
凍
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
な
ぜ
、
一
度
に
全
部
解
け
な
い

の
で
し
ょ
う
。

　
実
は
、
電
子
レ
ン
ジ
に
使
用
さ

れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
波（
ほ
と
ん

ど
は
2
4
5
0
M
H
Z
）は
、水
分

に
対
し
て
非
常
に
発
熱
性
が
高
く
、

氷
よ
り
も
水
を
温
め
や
す
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
水
は
氷
に

比
べ
て
、約
8
0
0
0
倍
も
加
熱

さ
れ
や
す
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

固
く
凍
っ
て
い
る
氷
は
電
子
レ
ン

ジ
で
加
熱
し
て
も
解
け
に
く
く
、

外
周
に
近
い
部
分
の
氷
が
ま
ず
解

け
て
、
で
き
た
水
が
集
中
的
に
温

め
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

　
冷
凍
の
肉
な
ど
を
電
子
レ
ン
ジ

で
解
凍
す
る
と
き
も
同
じ
こ
と
で
、

周
囲
の
部
分
の
氷
が
ま
ず
解
け
て
、

そ
の
部
分
が
集
中
的
に
加
熱
さ
れ

る
の
で
「
解
凍
ム
ラ
」
が
起
こ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
商
品
に
よ
っ

て
は
、
調
理
前
に
数
時
間
冷
蔵
庫

に
移
し
て
か
ら
解
凍
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を
そ
の
ま
ま

凍
結
さ
せ
た
り
、
電
子
レ
ン
ジ
で

加
熱
し
た
り
す
る
こ
と
は
お
す
す

め
し
て
い
ま
せ
ん
。

    

私
の
好
き
な
散
歩
道

私
の
好
き
な
散
歩
道

○
　
子
ど
も
で
も
が
ん
ば
っ
て
歩
き

通
せ
る
ほ
ど
ほ
ど
の
広
さ
で
、
林

の
中
を
自
由
に
走
り
回
り
、
家

族
で
楽
し
め
ま
す
。

○
　
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
群
落

は
予
想
以
上
に
大
き
く
、
一
見

の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

私
の
好
き
な
と
こ
ろ

ニ
テ
コ
池
周
辺
の
鳥
た
ち

　ニ
テ
コ
池
外
周
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ

し
て
い
る
と
、
季
節
ご
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
鳥
た
ち
に
出
合
い
ま
す
。

　早
春
に
は
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
ま

す
。
初
め
は
た
ど
た
ど
し
か
っ
た

声
は
次
第
に
上
達
し
、
4
月
に
は

美
し
い
鳴
き
声
が
、
静
寂
な
湖
面

に
響
き
渡
り
ま
す
。

　春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
ア
オ
サ

ギ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
鳴
き
声
は

「
ギ
ャ
オ
ッ
」
と
や
か
ま
し
い
で

す
が
、
池
の
上
を
ゆ
っ
た
り
と
飛

ぶ
姿
は
優
雅
で
す
。
ア
オ
サ
ギ
は
、

池
の
中
央
部
に
あ
る
噴
水
台
の
上

に
木
の
枝
な
ど
で
巣
を
作
っ
て
子

育
て
を
し
、
ひ
な
鳥
は
約
1
カ
月

半
で
親
鳥
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
に

成
長
し
ま
す
。
こ
の
若
鳥
は
大
変

好
奇
心
が
強
く
、
池
の
周
囲
の
フ

ェ
ン
ス
に
止
ま
っ
て
、
人
が
そ
ば

を
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
い
て
も
逃
げ

ま
せ
ん
。
そ
の
様
子
は
と
て
も
興

味
深
い
も
の
で
す
。

　冬
に
は
、
北
風
を
避
け
る
よ
う

に
数
十
羽
の
カ
モ
が
飛
来
。
池
に

反
射
す
る
弱
い
日
差
し
の
き
ら
め

き
の
中
、
水
面
に
揺
れ
る
姿
は
と

て
も
美
し
い
で
す
。

　そ
の
他
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
、
カ
ワ

ウ
、
セ
キ
レ
イ
、
コ
サ
ギ
、
時
に

は
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
、
数
多
く
の
個

性
豊
か
な
鳥
が
、
季
節
の
移
ろ
い

と
と
も
に
や
っ
て
き
ま
す
。

大
社
町

　山
﨑  

和
彦

広告
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声

（1）

74-0978

　
神
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
主

催
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
懇
談
会
が
2

月
21
日
、
神
原
公
民
館
で
行
わ
れ
、

神
原
小
学
校
の
P
T
A
役
員
や
愛

護
担
当
、
各
地
域
団
体
の
メ
ン
バ

ー
が
、
地
域
の
情
報
や
活
動
状
況

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

＊
子
ど
も
や
地
域
住
民
の
安
全
に

　つ
い
て

　昨
年
4
月
に
、
市
や
神
原
小
学

校
、
神
原
地
区
青
少
年
愛
護
協
議

会
の
関
係
者
20
数
人
で
、
子
ど
も

た
ち
の
通
学
路
を
中
心
に
、
地
域

の
安
全
点
検
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

い
く
つ
か
問
題
点
が
見
つ
か
っ
た
。

　
登
校
時
に
は
、
保
護
者
が
何
カ

所
か
で
見
守
っ
て
い
る
が
、
下
校

時
は
人
員
確
保
が
難
し
い
。
教
育

委
員
会
に
も
解
決
策
を
要
望
。
子

ど
も
に
限
ら
ず
、
住
民
全
体
の
安

全
に
も
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
地

域
全
体
で
問
題
の
解
決
に
向
け
て

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

＊
地
域
情
報
誌『

宮
っ
子
』に
つ
い
て

　神
原
小
学
校
や
地
域
の
諸
団
体

の
協
力
の
下
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
寄
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
た
だ
、

近
頃
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た

め
、
氏
名
や
写
真
の
公
開
な
ど
が

難
し
い
。
　

　
ま
た
、
編
集
員
の
補
充
や
配
布

体
制
に
つ
い
て
な
ど
問
題
点
も
多

い
が
、
地
域
情
報
の
ツ
ー
ル
と
し

て『
宮
っ
子
』が
大
切
な
役
割
り
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

＊
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
活
動
に
つ
い
て

　毎
年
好
評
の「
折
り
紙
教
室
」や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な

ど
は
継
続
し
た
い
。

　
有
志
で
続
け
て
い
る
夙
川
河
川

敷
緑
地
に
あ
る「
み
ん
な
の
花
壇
」

の
管
理
は
、
メ
ン
バ
ー
を
募
り
な

が
ら
維
持
し
て
い
き
た
い
。

　
今
回
の
懇
談
会
で
話
し
合
わ
れ

た
こ
と
は
、
今
す
ぐ
実
行
で
き
る

こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
域
団
体
や
住
民
で
取
り
組
み
続

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
昨
年
12
月
25
日
に「
青
パ
ト
」で

神
原
校
区
を
巡
回
し
た
、
神
原
防

犯
支
部
代
表
の
重
永
宗
千
代
さ
ん

に
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

 

「
青
パ
ト
に
乗
り
、『
ひ
っ
た
く
り
』

や『
空
き
巣
』な
ど
に
注
意
を
促
す

広
報
テ
ー
プ
を
流
し
な
が
ら
校
区

を
巡
回
し
ま
し
た
。
公
園
や
空
き

地
な
ど
で
は
、
車
を
降
り
て
周
囲

の
確
認
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
巡

回
は
春
や
夏
、
冬
休
み
の
期
間
中

に
行
う
こ
と
が
多
く
、
子
ど
も
た

ち
に
出
会
う
と
、
笑
顔
で
手
を
振

っ
て
応
え
て
く
れ
ま
す
。

　
同
乗
し
た
西
宮
市
の
職
員
に
も

『
神
原
は
明
る
く
て
良
い
町
で
す

ね
』
と
言
わ
れ
て
、今
後
も
安
心
・

安
全
な
町
づ
く
り
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
西
宮
市
で
は
、
市
民
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
青
色
回
転
灯
を
装
備

し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
専
用
車

「
青
パ
ト
」で
、
市
内
の
各
地
域
を

巡
回
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
懇
談
会

「
青
パ
ト
」で地

域
を
パ
ト
ロ
ー
ル

◇祈り、安らぎ、永遠、そしてあなたらしさ…。心を大切にしたお墓作りを考えています◇

有限会社 中原石材工業所 代表取締役

事務所・工場 西宮市名次町12ー27（満池谷墓地正面西約 200m）
TEL　0798ー73ー5334　FAX　0798ー70ー5200

谷本　俊和

広告

  コミュニティ協会賞

藤井　恵美子さん

　　　　　　 　    （奥 畑）  

おめでとう
� ございます

つ
な
が
る

つ
な
が
る
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大
沢
西
宮
線
）

県
道
82
号（
大
沢
西
宮
線
）

　　《わがまち神原プロジェクト》
主催　神原コミュニティ協議会

　神原地域に転入された皆さん、神原地域へようこそ！

　神原地域には新しい住居が次々と建設され、新転入の住民が増え続けてい
ます。この地域の生活で分からないことや困ったことはありませんか？  知り
合いがおらず、誰に尋ねたらいいか分からないこともあるかもしれません。
　そこで、神原コミュニティ協議会では、下記のような会を企画しました。
新転入の人も、以前から住んでいる人も、一緒にお茶でも飲みながらおしゃ
べりしたり、必要な情報を交換したりしませんか？ 長く住んでいる人からア
ドバイスも聞けると思います。

神原地域交流会（茶話会）のお知らせ

記
日　時：5月10日（日）  午前10時～12時
場　所：神原公民館（西宮市神原 6-11）
　　　　2 階集会室〈右図参照〉
　　　　事前申し込み不要。参加費は無料です。
　　　　気軽に参加してください

    　「わがまち神原プロジェクト第2弾」として、
    神原地域巡りを計画しています。
　　　　 5月24日（日）・31日（日）の予定
　　 問い合わせ：神原コミュニティ協議会
  　　　　　   ☎︎ 0798-74-0978

「みんなの花だん」の
手入れを

一緒にしませんか
　北名次町の夙川河川敷緑地にある「みんなの
花だん」の手入れを、下記の日程で行います。
無理なく、気軽に参加してください。

（道具などは用意しています）

★活動予定日（奇数月の最終金曜日）

令和8年	 5月	29日（金）	 10：00～11：30
	 7月	31日（金）	 9：00～10：30
	 9月	25日（金）
	 11月	27日（金）	 10：00～11：30
令和9年	 3月	26日（金）

地域の活動情況を話し合う

地域を見守る青パト

※日程は天候などにより、変更する場合があります
神原コミュニティ協議会


